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系外銀河において、恒星の原料である星間ガスの性質を理解することは、銀河進化を解き明かすうえで重要で
あるが、撮像データに基づく統計的な研究はまだ十分行われていない。これは、装置的な制限からくる銀河の撮
像観測の困難さによることが大きい。我々は野辺山 45-m電波望遠鏡に搭載されたマルチビーム受信機 FOREST
を用い、近傍銀河の CO撮像観測、COMINGプロジェクトを進めてきた。これにより 100を超える近傍銀河の
分子ガスの分布、質量を取得し、統計的な分子ガスの性質の議論が可能になった。
本研究は、銀河の環境効果が星間ガスに及ぼす統計的性質理解を目指し、特に理解の進んでいない銀河群の性

質に着目した。COMINGプロジェクトの初期データおよび、野辺山COアトラスのデータを用い孤立銀河と比較
した結果、水素分子ガス質量、水素原子ガス質量、全低温水素ガス (水素原子ガス＋水素分子ガス)に占める水素
分子ガス比の 3つは孤立銀河と銀河群の間に差が無いことが明らかとなった。これらの結果から、銀河団におけ
る衝撃波加熱によって新たに低温ガスの降着を断つ効果、ラム圧による水素原子ガスの剥ぎ取り、あるいは強い
銀河間重力相互作用下における外圧による効率的分子ガス形成は、銀河群においては支配的でないと考えられる。


